
本
会
の
活
動
か
ら

大
学
保
健
医
療
行
政
学
科
の
1
年
生
３
人
が
本
会
を
訪
問

し
た
。
当
日
は
、
本
会
の
健
診
事
業
や
健
康
づ
く
り
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講
義
の
後
、施
設
見
学
を
行
い
、

人
間
ド
ッ
ク
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
「
ロ
コ
モ
度
テ
ス

ト
（
下
肢
筋
力
と
歩
幅
か
ら
移
動
能
力
を
判
定
す
る
テ
ス

ト
）」
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

　

本
会
で
は
韓
国
健
康
管
理
協
会
と
の
人
的
交
流
を
30
年

以
上
に
わ
た
っ
て
続
け
て
お
り
、
今
後
も
国
際
交
流
を
深

め
、
予
防
医
学
を
通
じ
た
公
衆
衛
生
の
向
上
を
目
指
し
て

い
く
。

　

本
会
は
毎
年
、
東
洋
大
学
と
帝
京
短
期
大
学
の
養
護
教

諭
養
成
課
程
の
学
生
を
対
象
と
し
た
実
習
に
協
力
し
て
い

る
。
今
年
は
両
大
学
合
同
で
８
月
８
日
に
６
回
目
の
実
習

を
実
施
。
東
洋
大
学
か
ら
18
人
、
帝
京
短
期
大
学
か
ら
２

人
が
参
加
し
た
。
当
日
は
本
会
の
学
校
保
健
事
業
の
概
要

や
学
校
健
診
に
つ
い
て
紹
介
し
た
他
、
腎
臓
検
診
や
小
児

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
、心
臓
検
診
や
側
弯
症
検
診
な
ど
、

実
際
の
学
校
健
診
の
現
場
で
実
施
す
る
検
査
・
検
診
の
見

学
を
行
っ
た
。

　　

令
和
７
年
度
第
１
回
全
国
運
営
会
議
（
主
催　

予
防
医

学
事
業
中
央
会
）
が
７
月
14
日
に
東
京
都
新
宿
区
で
開
催

さ
れ
、
全
国
33
支
部
よ
り
約
80
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
予
防
医
学
事
業
中
央
会
の
都
府
県
支
部
の

役
員
、
幹
部
職
員
を
対
象
に
年
２
回
開
催
さ
れ
、
予
防
医

学
事
業
に
関
す
る
今
後
の
展
開
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
討

議
さ
れ
る
。
本
会
か
ら
は
理
事
長
の
久
布
白
兼
行
、
専
務

理
事
の
前
田
秀
喜
、
理
事
の
黒
田
聡
史
、
健
診
事
業
部
長

の
廣
瀬
篤
史
、
同
部
の
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

　

第
42
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
（
主
催　

予
防
医
学
事

業
中
央
会
、
三
重
県
健
康
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
）
が
8
月

28
～
29
日
、
三
重
県
津
市
で
開
催
さ
れ
た
。
予
防
医
学
事

業
中
央
会
の
都
府
県
支
部
で
健
康
診
断
の
事
務
を
担
当
す

る
ス
タ
ッ
フ
が
集
う
こ
の
研
修
会
に
は
、
全
国
の
都
府
県

支
部
か
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
本
会
か
ら
は
理
事
の
黒

田
聡
史
、
デ
ー
タ
管
理
部
長
の
上
村
篤
弘
、
同
部
の
職
員

　

東
京
都
島
し
ょ
部
の
住
民
を
対
象
と
し
た
２
０
２
５
年

度
の
が
ん
検
診
の
う
ち
、
神
津
島
村
の
肺
が
ん
・
結
核
検

診
が
神
津
島
村
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
を
会
場
と
し

て
９
月
11
～
13
日
に
行
わ
れ
、
本
会
が
協
力
し
た
。

　

韓
国
健
康
管
理
協
会
と
の
相
互
交
流
の
一
環
と
し
て
、

８
月
13
日
に
韓
国
・
安
養
市
に
あ
る
研
成
（
ヨ
ン
ソ
ン
）

東
洋
大
学
と
帝
京
短
期
大
学
の

学
生
の
実
習
に
協
力

予
防
医
学
事
業
中
央
会

令
和
７
年
度
第
１
回
全
国
運
営
会
議
に
参
加

学
術
集
会
への
参
加
等

東
京
都
島
し
ょ
部
の
が
ん
検
診
等
に
協
力

韓
国
・
研
成
大
学
の

学
生
の
施
設
見
学
に
協
力

２
人
、
シ
ス
テ
ム
管
理
部
の
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

「
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
と
A
Ｉ
変
革
時
代
を
生
き
る
：
私
た

ち
の
健
診
業
務
は
ど
う
変
わ
る
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
全

体
討
論
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、

現
在
の
情
報
処
理
、
シ
ス
テ
ム
開
発
上
の
問
題
点
、
こ
れ

か
ら
の
情
報
統
計
の
あ
り
方
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

●
第
61
回
日
本
小
児
循
環
器
学
会
総
会
・
学
術
集
会
が
７

月
10
～
12
日
、「
小
児
循
環
器
学
、
医
療
と
保
健
の
未
来

を
紡
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
三
重
県
津
市
で
開
催
さ
れ
、
健
診

事
業
部
長
の
廣
瀬
篤
史
、
同
部
の
職
員
３
人
、
デ
ー
タ
管

理
部
長
の
上
村
篤
弘
、
検
診
検
査
部
の
職
員
２
人
が
参
加

し
た
。

●
第
67
回
日
本
婦
人
科
腫
瘍
学
会
学
術
講
演
会
が
７
月
17

～
19
日
、「Be a Supporter of GY

N
 Cancer Patients

婦
人
科
が
ん
患
者
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
！
」を
テ
ー
マ

に
東
京
都
千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
、
理
事
長
の
久
布
白
兼

行
と
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
藤
井
多
久
磨
が
参
加
し
た
。

●
第
66
回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
・
予
防
医
療
学
会
学
術
大
会

が
８
月
22
～
23
日
、「
私
た
ち
が
予
防
医
療
に
で
き
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
京
都
府
京
都
市
で
開
催
さ
れ
、
理
事
長
の
久

布
白
兼
行
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
藤
井
多
久
磨
、
消

化
器
診
断
部
長
の
川
崎
成
郎
、
健
康
増
進
部
長
の
加
藤
京

子
、
同
部
の
職
員
１
人
、
施
設
健
診
事
業
部
の
職
員
２
人
、

検
診
検
査
部
の
職
員
３
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
う
ち
、
健

康
増
進
部
の
山
本
絵
莉
が
「
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
を
対
象

と
し
た
新
た
な
健
康
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
健
活
チ
ャ
レ
ン

ジ
１
ヶ
月
』
の
有
用
性
の
検
討
」
を
発
表
し
た
。

●
第
84
回
日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
支
部

地
方
会
が
８
月
31
日
、「
多
職
種
連
携
で
消
化
器
が
ん
検

診
の
向
上
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
茨
城
県
水
戸
市
で

開
催
さ
れ
、
放
射
線
部
の
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

●
第
15
回
国
際
先
天
代
謝
異
常
学
会 

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｍ

２
０
２
５
が
９
月
２
～
６
日
、「Capital of tradition 

w
itnesses cutting-edge transform

ation

」
を
テ
ー
マ

に
京
都
府
京
都
市
で
開
催
さ
れ
、
母
子
保
健
検
査
部
長
の

石
毛
信
之
が
参
加
し
、
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け

る
東
京
都
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

全
国
労
働
衛
生
団
体
連
合
会
（
全
衛
連
）
は
、
主
に
労

働
衛
生
機
関
が
会
員
と
な
り
、
検
査
技
術
や
保
健
指
導
技

術
等
の
向
上
を
図
り
、
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
、
国

民
保
健
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
。
全
衛
連
で
は
、
毎
年
会
員
施
設
に
お
い
て
業
務
に
精

励
し
、
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
者
に
功
績
賞
、
奨
励

賞
を
贈
っ
て
い
る
。

　

６
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
７
年
度
定
時
総
会
で
は
、

今
年
度
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
会
の
デ
ー
タ
管
理
部
の
職

員
１
人
が
功
績
賞
、
デ
ー
タ
管
理
部
と
検
診
検
査
部
の
職

員
２
人
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

本
会
の
職
員
が
全
衛
連
の
功
績
賞
、

奨
励
賞
を
受
賞

予
防
医
学
事
業
中
央
会

第
42
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
に
参
加

▲第61回日本小児循環器学会総会・学術集会

▲第66回日本人間ドック・予防医療学会学術大会

▲東洋大学と帝京短期大学の学生の実習

▲韓国・研成大学の学生の施設見学

第 3 1 7 回 ヘ ル ス ケ ア 研 修 会 の ご 案 内
日本産業衛生学会産業保健AI研究会の世話人であり、
昭和医科大学医学部 准教授の山内武紀氏をお迎えし、

産業保健の現場で役立つ、効果的なAI活用法についてご講演いただきます。

テーマ AIの活用 第三弾 「AI について(仮題)」
●講師：山内 武紀氏　
　昭和医科大学医学部衛生学公衆衛生学講座 准教授
　日本産業衛生学会産業保健AI研究会 世話人

●会場：アルカディア市ケ谷 私学会館
　　　　　　（東京都千代田区）

●現地開催：2026年１月28日（水）14時～15時30分
　〈後日、期間限定オンデマンド配信：2026年３月中旬配信開始予定〉

●現地開催定員：150人(申込先着順)　
●参加費・聴講料：無料
●現地開催申込期間：
　2025年11月５日～12月19日
　※定員になり次第、受付を終了させていただきます。

●詳細・申し込みは、本会健康管理コンサルタントセンターの
　Webサイトよりご確認ください。
https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/healthcare_cc/
●問い合わせ：健康管理コンサルタントセンター事務局　 03-6265-0145
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